












https://link-live.com/
https://link-live.com/questions












ボタンおよびポート

下記に、ボタンとポートの機能を説明します。

タッチスクリーン

USB ポート100/1000 BASE-X 
ファイバー・ポート

RJ-45 LANポートお
よび送信 LED

RJ-45ケーブル・テスト/ 
ワイヤー・マッピング
（WMAP）ポート

Micro-USB 
On-the-go
ポート

Micro-SD
カード・スロット

充電
ポート

ケンジントン･
ロック

カメラおよび
フラッシュ

ボリューム・
ボタン

マイク

スピーカー

電源ボタン
およびLED
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ホーム画面

このアイコンをタ
ップすると、
ユーザー・ガイド
が表示されます。

ップ
ユー

これが通知
バーです。
画面上部から
下にスワイプ
すると、上部
通知パネルが
開きます。

これがデフォル
トのホーム画面
アプリです。
タッチして開い
てください。

NetAlly
アプリ・ストア

デバイス
設定

APPS 
画面

Web 
ブラウザー

ファイル･
マネージャー

これがホーム画
面です。
左から右にスワ
イプすると、ペー
ジがめくられま
す。
アプリ画面を開
き、ホーム画面に
アプリへのショー
トカットを追加し
ます。

前の画面
に戻ります。

タップすると、すべてのア
プリケーション
を表示したり閉じたりでき
ます。

ホーム
画面
に戻ります。

LinkRunner 
G2テスト・
アプリケーション
が開きます。
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行したりできます。

l 通知を削除するには左へスワイプします。

l パネルの右下にある アイコンにタッチすると、

すべての通知が削除されます。

クイック設定パネル

画面上部から下にスワイプしても、クイック設定パネルを

開くことができます。下に2回スワイプするか、ナビゲー

ション・パネル上部のダークグレー部分にタッチして開き

ます。
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https://app.link-live.com/apps


デバイス設定

Androidのデバイス設定を開くには、ホーム画面の設

定アイコン にタッチします。

デバイス設定画面を使用して、LinkRunner G2のディ

スプレイ、音声、日時、言語の調整、インストール済み

のアプリケーションやメモリー・デバイスの表示、ソフトウェ

アの更新、工場出荷時のデフォルトへの復元を行うこと

ができます。
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自動テスト

自動テストを実行するには、LinkRunner G2 上部の

RJ-45ポートまたはファイバー・ポートを有効なネット

ワーク・スイッチに接続します。画面下部のNetAlly ロ

ゴ・アイコン にタッチして、LinkRunner G2 テスト・

アプリケーションを開きます。

各テストがそれぞれ

のカードの上に表示さ

れます。カード右側

にある下向きの挿入

記号 にタッチする

と、結果の詳細を表

示できます。

自動テストタブ・ヘッ

ダーには、失敗したテ

ストの件数が赤色

で、警告の件数が黄

色で示されます。こ

のページの画像で

は、リンク・テストに警

告があり、DNSテス

トに失敗しています。

テスト・アイコンも、テ

スト結果に基づいて緑、黄色、赤に変化します。
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フローティング・アクション・ボタン

フローティング・アクション・ボタンは、Android と

LinkRunner G2の多くのアプリケーション画面に見ら

れ、現在の画面やテストに関連した追加アクションを

提供します。

FABを一度タップまたは

クリックすると、利用可能

な追加オプションが表示

されます。次に、実行す

るアクションのポップアッ

プ・ボタンにタッチします。

例えば、自動テスト FAB
では一番最近の自動テ

ストの結果に図やコメン

トを追加できます。これは、各テストの完了時にLink-
Liveに自動でアップロードされます。
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Link-Liveスタート・ガイド

サービスの利用を開始するには、Link-Live.comでアカ

ウントを作成し、サインインします。

LinkRunner G2装置上の操作

LR G2装置のLinkRunner G2テスト・アプリケーション

で、画面左上のナビゲーション・メニュー・アイコン に

タッチし、ナビゲーション・ドロワーで今すぐ要求 にタッチ

します。

Link-Live内

Link-Liveへの初回サインイン時には、ポップアップ・ウィ

ンドウが表示され、デバイスの要求を行うよう指示され

ます。

すでにユーザー・アカウントと、Link-Liveに要求されてい

る他の装置をお持ちのユーザーは、左側のナビゲーショ
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ファイルの管理

LinkRunner G2は、Androidデバイスに準じて複数の

ファイル管理メソッドに対応しています。画像、ドキュメ

ント、アプリケーション、その他のファイルがフォルダ階層

に存在し、ユーザーはフォルダ間または外付けストレー

ジとの間でファイルのコピー、移動、貼り付けができま

す。

「スワイプとナビゲーション」も参照してください。

ファイル・マネージャー・アプリケーション

ユーザーはファイル・マネージャー・アプリを使用して、LR
G2に保存されているファイルにアクセスできます。ホー

ム画面下部の アイコンにタッチすると、ファイル・マ

ネージャーが開きます。

ファイル・マネージャー

内でフォルダーやファ

イルにタッチすると、そ

れが開きます。

長押しをファイル・マ

ネージャー内のフォル

ダーやファイルで行う

と、詳細なファイル管

理操作が表示されます。
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ファームウエアの更新

LinkRunner G2は、Link-Liveクラウド・サービスからソ

フトウェア更新にアクセスします。

注記:ユーザー・アカウントを作成し、LR G2向けLink-
Liveクラウド・サービスにLinkRunner G2装置を要求

しなければなりません。「Link-Liveスタート・ガイド」を

参照してください。

1. 更新をデバイス設定内で確認するには、ホーム

画面下部の設定アイコン にタッチします。

2. [設定]画面を下にスクロールしてシステムセク

ションを見つけ、テスターについてにタッチします。

3. [テスターについて]画面の上部にあるアップデート

の確認 にタッチします。

4. [システム更新]画面で、更新のチェックにタッチし

ます。ソフトウェアの新しいバージョンが利用可

能である場合、それが現在のバージョンの下に示

されます。

5. 最新のバージョン番号をタップしてからダウンロー

ド をタッチして、最新のソフトウェアをダウンロード

およびインストールします。
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工場出荷時のデフォルトに戻す

W注意: この操作は、すべてのテスト結果、インストー

ルされたアプリケーション、保存されたファイル、デバイス

設定を削除し、工場出荷時の状態にリセットします。

必要なファイルはバックアップしてください。

1. Androidデバイス設定にアクセスするには、ホー

ム画面下部の設定アイコン にタッチします。

2. 設定画面を下にスクロールして個人 セクションを

見つけ、リセット にタッチします。

3. リセット画面で、リセットして工場出荷時のデータ

を復元 にタッチします。

4. [リセットして工場出荷時のデータを復元]画面下

部で、LINKRUNNER G2 のリセット にタッチしま

す。

5. 装置がもう一度、すべてのデフォルトを復元する

かどうかの確認を求めます。復元を実行するに

は、すべてを削除 にタッチします。

装置が工場出荷時の設定で再起動します。
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言語の変更

1. LinkRunner G2インターフェースで言語を変更

するには、ホーム画面下部の設定アイコン に

タッチしてデバイス設定に移動します。

2. [設定]画面を下にスクロールして個人 セクション

を見つけ、言語と入力 にタッチします。

3. [言語と入力]画面で、言語 にタッチします。

4. リストで希望の言語名にタッチします。LR G2が
選択された言語を表示します。
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その他の機能
本章では、内蔵カメラ、フラッシュライト、および
Wi-Fi/Bluetooth/BLE サポート用の Edimax
アダプター (オプション)の使用方法を説明しま
す。
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カメラとフラッシュライト

カメラ・レンズとフラッシュは LinkRunner G2装置の背

面にあります。(「ボタンおよびポート」を参照)。

カメラアプリケーションがアプリ画面にあります。ホーム画

面のアプリボタンにタッチして、アプリ画面を開きます。

カメラ・アプリ・アイコンにタッチしたりホールドしたりできま

す。手早くアクセスできるように、ホーム画面ページにア

イコンを置きます。

また、自動テストが完了すると、フローティング・アクショ

ン・ボタンが表示され、カメラ・アプリケーションを開くオプ

ションが提供されます。これを利用すると、写真を撮っ

て自動テストの結果に添付したりできます。

フラッシュライト機能は、LR G2画面上部から2回スワ

イプすることで、クイック設定パネルからアクセスできま

す。
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オプションとして、その他の設定 にタッチして、Wi-Fiデバ

イス設定画面を開いたり、その場でWi-Fiを管理したり

できます。

Wi-FiネットワークまたはBluetoothデバイスが選択さ

れると、名前がクイック設定アイコンに表示されます。
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Bluetoothデバイスに接続するには、 を

タッチして、利用可能な Bluetoothデバイスをスキャン

します。

詳細設定 は、Bluetoothデバイスの設定も開きます。

Wi-FiまたはBluetoothの設定画面で、アクション・

オーバーフロー・アイコン にタッチしてスキャンプロセス

をリフレッシュしたり、他のオプションを表示したりできま

す。
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仕様と準拠
準拠義務情報は本章に記載されています。
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仕様と準拠

寸法 9.7 cm x 19.6 cm x 4.1 cm

重量 0.51 kg

電池
充電式リチウムイオン・バッテリー・パック
(3.6 V、6 Ah、21 Wh)

電池の寿命
標準の作動期間は4時間 (PoE上では
無限 ) です。平均的な充電時間は3
時間です。

ディスプレイ
静電容量式タッチスクリーン搭載 5.0イ
ンチ・カラー LCD (480 x 854ピクセル)

キーパッド: 1キー、エラストマー製 (電源のみ)

ホスト・イン
ターフェース

Micro USB On-the-Goポート

USB ポート USB 2.0 Type Aポート

SD カード・
ポート

Micro SD対応

メモリー
テスト結果やユーザー・アプリケーションの
保存用に約 3 GB を使用可能

対応メディア
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T
(IEEE-802.3) および PoE

ケーブル・テ
スト

ペアー・ケーブル長、断線、短絡、対分
割、対交差、ストレート、ケーブル ID

トーン・ジェネ
レーター

デジタル・トーン: [455 KHz]、アナログ・
トーン: [400 Hz, 1 KHz]

ポート RJ-45銅線ポート
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100/1000BASE-Xファイバー・アダプター・
ポート

外部 ACア
ダプター/
充電器

AC入力 : 90-264 Vac 48-62 Hzの入力
電源、DC出力 : 15
Vdc (2 amps) またはRJ-45 (PoE)

LED LED 2個 (送信およびリンク・インジケー
ター)

環境仕様

動作温度
0 ºC～ +45 ºC (注 :テスターの内部
温度が50 ºCを超えている場合、
バッテリーは充電されません。)

動作相対湿度
(% RH、結露な
し)

90% (50ºF〜95ºF; 10ºC〜35ºC 75%
(95ºF〜113ºF; 35ºC〜45ºC)

保管温度 -20ºC～ +60ºC

衝撃および振動
1 mの落下テスト、ランダム、3.8
grms、5 Hz～ 500 Hz (クラス2)

安全性 IEC 61010-1:2010:汚染度 2

高度
動作時 : 4,000 m、保管時 : 12,000
m

EMC
IEC 61326-1:2013:一般的な環境
用の計測器類、CISPR 11:グループ
1、クラスA

グループ 1:機器自体が機能するために必要な導電結合無

線周波数エネルギーを意図的に生成するか、または使用し

ます。
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クラス A:屋内以外のすべての環境および屋内での使用を目

的とした低電圧給電網に直接接続された環境での使用に

適しています。他の環境では、伝導妨害および放射妨害の

ために電磁的な互換性の確保が困難になる場合がありま

す。
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認定および適合の規格

P 関連する欧州連合指令に適合。

関連するオーストラリアの安全規格および
EMC規格に準拠。

� 米国連邦通信委員会の47 CFR Part 15
要件に準拠。

� UL北米安全規格への準拠認定。

Ã 関連する韓国のEMC規格に準拠。

韓国の EMC 規格に関する追加情報

電磁適合性。韓国内で使用する場合のみ適用。ク
ラスA機器 (放送および通信産業用機器 ) [1]

[1] 本製品は産業用 (クラスA)電磁機器の要件に適合して

います。販売者またはユーザーはこの点を認識している必要

があります。本機器は商用での使用を目的としており、家

庭での使用は考慮されていません。
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